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“ リアルな自然と生態”
　  を体感できる！

湘南自然誌季
刊

Vol.27
四季のコラム園児と自然に触れ合う中から生まれた園児と自然に触れ合う中から生まれた

湘南発 みんなでつくる ! 生きもの図鑑湘南発 みんなでつくる ! 生きもの図鑑

県立愛川ふれあいの村
吉田文雄学芸員によるコラム
県立愛川ふれあいの村
吉田文雄学芸員によるコラム 心が育つ幼児教育

知育ゲーム知育ゲーム

クションレポート
ひらおかようちえん

ア

園児や地域の皆さんからの投稿写真を季節毎に掲載園児や地域の皆さんからの投稿写真を季節毎に掲載

遊んで学ぶ生きもののこと遊んで学ぶ生きもののこと

地域の自然の中で遊んで学ぶ地域の自然の中で遊んで学ぶ

公立とはひと味違った活動を展開する観音崎自然博物館。

　　　　　　いったいどんな博物館なのか？ 

　　　　　　　　　　　学芸員にお話を伺いに行ってきた。

観音崎自然博物館



1 湘南自然誌Vol.27季
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　　今年の秋も、 園内ではコオロギやキリギリスの仲間の賑やかな声を聴

くことができました。 その中で、最も目立ったのが 「アオマツムシ」 です。

姿はマツムシに似ていますが、 名前の通り体は緑色で、 木の上で生活

をしています。

　　とある日の夜、 自宅近くを散歩していた時のことです。 街路樹や庭木

のあちこちから 「リーリーリー」 と鳴くアオマツムシの声が聞こえてきまし

た。 店舗の生垣でも鳴いています。 声のする方をそっと覗き込むと、 羽

を震わせて鳴くオスがいました。 近くにはメスの姿もありました。 オスの

鳴き声に誘われてやって来たのかもしれません。

　　実はこのアオマツムシ、 中国大陸原産の外来種で、 初発見されたの

は1898年東京の赤坂です。 その後、温暖な地域を中心に分布を広げ、

湘南地域でも樹木があればたいていの場所で見られます。 皆さんの家

の近くでも、 鳴き声が聞こえるはずです。 ぜひ気にしてみて下さい。 探

す時間は、 日没後がおすすめです。

昔はいなかった

アオマツムシ

四季のコラム
自然はみんなのワンダーランド！

2022 秋

ほった  よしのすけ

堀田 佳之介　● 平岡幼稚園 園長

2022 年秋に、 平岡幼稚園の園だよりに掲載

されたコラムを一部改変してお届けします。

アオマツムシ♂



観察してみよう

モズのはやにえ

みんなで飼育している

どんぐりむし

四季のコラム 2022 年 秋

　　“ どんぐりむし ” とは、 ドングリの中から出てくるシギゾウムシの仲

間の幼虫です。 親 （成虫） は、 ゾウの鼻のような長い口を持ちます。

園内でも、 拾ったドングリを置いておくとよく出てくるので、 園児たちに

も馴染み深い生きものです。 ただし、 親 （成虫） にはなかなか出会う

ことができません。 そこで、 親の姿を見るために、 昨秋から “ どんぐり

むし ” の飼育にチャレンジしています。

　　あれから約 1 年。 夏が終わり、 秋になっても、 一向に姿が確認でき

ません。 飼育に失敗したのかと思ったのですが、 ゾウムシの専門家の

野津裕さんによると 「（幼虫は土に潜って蛹になり） 1 年で出てくる個

体もいれば、 2 年かけて出てくる個体もいる」 とのこと。 ということで、

このまま 2 年目に突入することになりました。 今年の成果が出なかった

のは残念ですが、 1cm 程の小さな虫でも、 親になるまでに長～い時間

がかかることへの驚きを感じてくれれば ・ ・ ・ と思っています。

　　園内の紅葉もピークが終わり、 冬枯れの姿になりつつあります。 徐々

に冬の寒さを感じる季節となりました。 そろそろ、 「モズのはやにえ」 の

観察適期です。

　　モズのはやにえとは、 モズという鳥が餌を枝などに刺したもののことで

す。 　「はやにえ」 にされる生きものは実に多様です。 私が昨年見つ

けたのは、 カマキリ、 イナゴ、 コオロギ、 ケラ、 カメムシ、 イモムシ、 毛

虫、 ハチ、 ミミズ、 トカゲ、 ゴキブリです。 過去にはサワガニ、 ドジョウ

も見たことがありますし、 時にはネズミや小鳥が串刺しにされることもあ

るようです。

　　なぜモズは、 「はやにえ」 を作るのでしょうか。 最近の研究で 「オス

がうまく歌うためのもの」 であることがわかってきました。 うまく歌うこと

ができるオスは、 メスにモテるのです。 そのため、 オスは繁殖期 （2 月

～） に向けて、 しっかり栄養がとれるように 「はやにえ」 を作り貯めて

いるというのです。

　　2021 年 12 月に、 NHK E テレ 「なりきり！むーにゃん生きもの学園」

のモズ特集回の取材協力をした際、 12 月中旬～下旬のロケハンで 「は

やにえ」 を 20 個見つけておいたのですが、 1 月のロケ当日まで残って

いたのはカバーを被せておいた 3 個のみでした。 残りの 17 個はすべ

てオスが消費してしまったようです。

　　「はやにえ」 は、 河川の土手や公園など皆さんの身近な場所でも見

られます。 どんな生きものが串刺しになっているのか、 どんなタイミング

でオスが食べるのか、 ぜひ観察してみてください。
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①

１．成虫がいないかチェックをする園児       ２．飼育箱づくり
３．どんぐりむし（シギゾウムシ類の幼虫）

1．モズ♂　2．ツヤアオカメムシ　3．イナゴの仲間　4．サワガニ　5．ドジョウ
※4・5は平岡幼稚園内で撮影したものです
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Vol.27

特集

“リアルな自然と生態”を体感できる！

観音崎自然博物館

　専門はゲンゴロウやタガメなどの
水生甲虫類・水生半翅類。水生昆虫
を追い求めて日本全国、アジア、オ
セアニア、ミクロネシアなどを旅し
ている。

佐野 真吾    Sano Shingo
● 学芸員

案内してくれた人

3 湘南自然誌Vol.27季
刊



● 

特
色
の
あ
る
立
地
と
展
示

　
「
当
館
は
三
浦
半
島
の
豊
か
な
森
と
、東
京
湾
で
は

唯一の
岩
礁
海
岸
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。そ
ん
な
立
地

を
活
か
し
、周
辺
海
域
を
含
め
た
自
然
と
文
化
を
展

示
の
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。学
芸
員
３
名
の
う
ち
２

名
は
海
洋
生
物
が
専
門
で
、展
示
も
海
系
の
も
の
が

中
心
に
な
り
ま
す
が
、私
の
専
門
で
あ
る
水
生
昆
虫

類
等
の
紹
介
も
し
て
い
ま
す
。小
さ
な
博
物
館
で
す

が
、森
・川
・
海
の
多
様
な
自
然
が
詰
ま
っ
た
博
物
館

と
な
って
い
る
ん
で
す
よ
。」と
佐
野
さ
ん
。博
物
館
の

目
の
前
に
は
東
京
湾
が
広
が
り
、そ
の
先
に
は
は
っ
き

り
と
房
総
半
島
が
見
え
る
。そ
し
て
背
後
に
は
照
葉

樹
の
森
。こ
こ
へ
来
る
と
森
と
海
両
方
の
自
然
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
。

● 

民
間
な
ら
で
は
の
活
動

　
「
展
示
だ
け
で
な
く
観
察
会
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。私
は
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
活
動
す
る
の
が
好

き
な
の
で
、楽
し
く
て
仕
方
が
な
い
で
す
ね
。」こ
の
博

物
館
で
は
学
芸
員
発
案
の
企
画
が
す
ぐ
に
実
現
す
る

と
の
こ
と
。そ
の
あ
た
り
、民
間
な
ら
で
は
の
自
由
な

気
風
を
感
じ
る
。

　

年
間
計
画
に
目
を
通
す
と
、ざ
っ
と
数
え
て
６
０
を

超
え
る
自
然
体
験
イ
ベン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。さ

ら
に
は
な
ん
と
ユ
ー
チ
ュー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
ま
で
あ
り
、

佐
野
さ
ん
が
子
ど
も
た
ち
と
野
山
を
駆
け
巡
る
動
画

が
い
く
つ
も
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
こ
の
博
物

館
独
自
の
活
動
に
も
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
た
い
。

　

観
音
崎
自
然
博
物
館
は
、三
浦
半
島
最
東
部
、県

立
観
音
崎
公
園
の
中
に
あ
る
博
物
館
で
あ
る
。創
立

は
１
９
５
３
年
。公
益
社
団
法
人
と
し
て
運
営
さ
れ

る
民
間
の
博
物
館
で
、公
立
と
は
ひ
と
味
違
っ
た
積

極
的
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。観
音
崎
自

然
博
物
館
と
は
ど
ん
な
博
物
館
な
の
か
？  

か
ね
て

か
ら
交
流
の
あ
っ
た
学
芸
員
の
佐
野
真
吾
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
に
行
っ
て
き
た
。

P6.8.9.10の写真には、博物館から
提供していただいたものも含まれます。

ミツクリザメなどが展示される
深海生物コーナー



≪ 上から
   ムラサキハナギンチャク
   ナンヨウツバメウオ
   ミノカサゴ
   カゴカキダイ

ダイオウイカ（東京湾産）
世界最大のイカ

チョウチンアンコウ
（紀伊半島沖産・水揚げ三崎港）

ラブカ　（東京湾産）
「生きた化石」とも呼ばれる

リュウグウノツカイ
（東京湾産）
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「
や
は
り
ダ
イ
オ
ウ
イ
カ
の
展
示
が
目
玉
に

な
り
ま
す
ね
。観
音
崎
の
沖
に
は
深
い
谷
が
あ

る
の
で
、深
海
生
物
も
多
く
生
息
し
て
い
る
ん
で

す
。」こ
の
世
界
最
大
の
イ
カ
、ダ
イ
オ
ウ
イ
カ
の

標
本
は
、博
物
館
近
く
の
走
水
港
沖
で
採
集
さ

れ
た
も
の
で
、２
０
２
１
年
に
閉
館
し
た
油
壷
マ

リ
ン
パ
ー
ク
よ
り
引
き
継
い
だ
と
の
こ
と
。他
に

も
、リ
ュ
ウ
グ
ウ
ノ
ツ
カ
イ
や
ラ
ブ
カ
な
ど
、東
京

湾
で
見
つ
か
っ
た
奇
妙
な
深
海
生
物
の
標
本
が

多
数
展
示
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、体
長
３ｍ
の
ミ

ツ
ク
リ
ザ
メ
や
巨
大
な
タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
な
ど
の
標

本
は
、幕
で
仕
切
って
暗
い
海
底
の
様
子
を
再
現

し
た「
深
海
コ
ー
ナ
ー
」に
展
示
。決
し
て
広
い
と

は
言
え
な
い
館
内
を
う
ま
く
使
って
臨
場
感
を

演
出
し
て
い
る
。

　
こ
の
博
物
館
で
は
、標
本
の
他
に
も
多
数
の

生
体
の
展
示
が
行
わ
れ
て
い
て
、水
族
館
に
来

た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。そ
の
中
に
、タ
コ
な
の

か
貝
な
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
生
き
も
の
が
い

た
の
で
佐
野
さ
ん
に
た
ず
ね
て
み
る
と
、「
そ
れ

は
タ
コ
ブ
ネ
と
言
って
タ
コ
の一種
で
す
。不
思
議

な
姿
で
し
ょ
う
？ 

生
き
た
状
態
で
見
ら
れ
る
こ

と
は
め
っ
た
に
な
い
ん
で
す
よ
。」地
元
の
漁
師
さ

ん
が
発
見
し
た
も
の
で
、今
こ
の
博
物
館
で一番

の
人
気
も
の
に
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。（
本
誌
編

集
中
の
１
１
月
１
３
日
に
死
亡
。今
後
は
標
本
と

し
て
展
示
さ
れ
る
。）

　

隣
の
水
槽
で
は
風
船
の
よ
う
な
生
き
も
の
が

フ
ワ
フ
ワ
漂
って
い
る
。「
こ
れ
も
人
気
も
の
で
す
。

ウ
ミ
ウ
シ
の
仲
間
で
、名
前
は
ハ
ナ
デ
ン
シ
ャ
。激

レ
ア
で
す
。」か
つ
て
お
祭
り
な
ど
の
際
に
運
行

さ
れ
た
、造
花
な
ど
で
装
飾
さ
れ
た「
花
電
車
」

が
名
の
由
来
だ
そ
う
。野
島（
横
浜
市
金
沢
区
）

の
生
物
調
査
の
際
に
見
つ
か
り
、博
物
館
に
寄
贈

さ
れ
た
と
の
こ
と
だ
。

　
こ
の
よ
う
に
地
元
の
方
が
捕
獲
し
た
珍
生
物

が
展
示
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、こ
の
博
物
館
の
見

ど
こ
ろ
の
ひ
と
つ
と
な
って
い
る
。

　
観
音
崎
自
然
博
物
館
に
は
、東
京
湾
と
相
模
湾

の
海
洋
生
物
が
多
数
展
示
さ
れ
て
い
る
。展
示

の
目
玉
を
佐
野
さ
ん
に
伺
っ
て
み
た
。

貴重な標本

生体展示の数々

ハナデンシャ（東京湾産） タコブネ（相模湾産） アオイガイ（相模湾産） ミツクリエナガチョウチンアンコウ
（紀伊半島沖産・水揚げ三崎港）

“リアルな自然と生態”を体感できる！観音崎自然博物館



種
す
べ
て
見
つ
か
り
ま
し
た
。な
の
で
、千
葉
県
側
か
ら
飛

来
し
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。」こ
の
成
果
は
博

物
館
の
研
究
報
告
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　

他
に
は
、三
浦
半
島
産
の
ミ
ヤ
マ
ク
ワ
ガ
タ
や
ト
ン
ボ
類

が
並
ぶ
。そ
れ
ら
の
中
に
、ひ
と
き
わ
大
き
な
タ
ガ
メ
が
目

に
付
い
た
。よ
く
見
る
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
産
と
な
って
い
る
。そ

れ
に
つ
い
て
伺
う
と
、「
実
は
世
界
の
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
を
採
り
た

い
！
と
い
う
の
が
私
の
夢
な
ん
で
す
。そ
れ
で
、休
暇
を
取

っ
て
ま
ず
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
調
査
し
に
行
き
、集
め
た
水
生

昆
虫
た
ち
を
こ
こ
で
展
示
し
て
い
ま
す
。仕
事
と
趣
味
の

境
が
あ
い
ま
い
に
な
って
し
ま
う
の
が
学
芸
員
の
つ
ら
い
と

こ
ろ
で
す
ね（
笑
）」と
佐
野
さ
ん
。つ
ら
い
と
言
い
な
が
ら

嬉
し
そ
う
で
あ
っ
た
。

　

植
物
の
展
示
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
近
隣
か
ら
採
集

し
て
き
た
も
の
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
、日
々
の
お

世
話
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
担
って
く
れ
て
い
る
ら
し
い
。

自
分
が
採
集
し
た
も
の
が
展
示
さ
れ
る
、手
作
り
感
の
あ

る
博
物
館
で
あ
る
。

　

ま
た
、こ
こ
に
は
生
き
も
の
ば
か
り
で
な
く
、土
器
や
漁

具
な
ど
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。そ
の
中
に
、

歴
代
す
べ
て
の
ゴ
ジ
ラ
の
模
型
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。初
代

ゴ
ジ
ラ
初
上
陸
の
場
は
芝
浦
で
あ
る
が
、劇
中〝
観
音
崎

北
東
１
５
マ
イ
ル
の
海
中
に
、北
西
に
向
け
移
動
中
の

ゴ
ジ
ラ
を
発
見
す
！
〞と
い
う
シ
ー
ン
が
あ
る
こ
と

も
あ
って
、こ
の
地
域
で
は
観
音
崎
に
初
上
陸
し

た
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
根
付
い
て
い
る
そ
う
だ
。

最
寄
り
の
京
急
浦
賀
駅
の
列
車
接
近
メ
ロ

デ
ィ
ー
に
も「
ゴ
ジ
ラ
の
テ
ー
マ
」が
採
用

さ
れ
て
い
る
。ゴ
ジ
ラ
を
民
俗
資
料
と

し
て
展
示
す
る
あ
た
り
、こ
の
博
物

館
の
独
自
性
を
感
じ
る
。
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ネアカヨシヤンマ♀
（観音崎産）

1　三浦半島産のミヤマクワガタ
　　生態や分布がよく分かっていない
2　県内産を中心としたゲンゴロウ類
　　佐野さんの調査の成果
3　歴代ゴジラと観音崎で出土した土器
4　博物館周辺の植物の展示　
　　花や実など季節のものが並ぶ

1

2 3 4

昆虫からゴジラまで

見どころ満載

“リアルな自然と生態”を体感できる！観音崎自然博物館
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「
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
種
の
ト
ウ
キ
ョ
ウ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
や

ア
カ
ハ
ラ
イ
モ
リ
、国
指
定
の
天
然
記
念
物
で
あ
る
ミ
ヤ
コ

タ
ナ
ゴ
な
ど
、絶
滅
寸
前
の
生
物
の
生
き
た
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
ん
で
す
よ
。」と
佐
野
さ
ん
。保
護
を
目
的
と

し
た
繁
殖
も
行
って
い
る
そ
う
だ
。

　

昆
虫
類
は
、佐
野
さ
ん
の
専
門
で
あ
る
水
生
昆
虫
を
中

心
に
、三
浦
半
島
で
見
ら
れ
る
も
の
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

「
昆
虫
類
で
の
見
ど
こ
ろ
は
こ
ち
ら
、神
奈
川
県
で
は
絶
滅

し
た
と
み
ら
れ
て
い
た
水
生
昆
虫
カ
ミ
ヤ
コ
ガ
シ
ラ
ミ
ズ

ム
シ
で
す
か
ね
。」他
に
も
、絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
ネ
ア
カ

ヨ
シ
ヤ
ン
マ
な
ど
希
少
な
９
種
が
並
ぶ
。こ
れ
ら
は
博
物
館

周
辺
で
佐
野
さ
ん
と
中
学
生
２
人
が
発
見
し
た
も
の
だ
そ

う
だ
。「
多
く
が
台
風
の
直
後
に
見
つ
か
っ
た
の
で
、も
し
か

す
る
と
房
総
半
島
か
ら
東
京
湾
を
越
え
て
飛
ば
さ
れ
て

来
た
の
で
は
？
と
考
え
ま
し
た
。こ
こ
ま
で
僅
か
７
㎞
し
か

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。実
際
調
査
し
に
行
っ
て
み
る
と
、９

博物館が保全（保存）する生物の飼育展示
上／トウキョウサンショウウオ 
中／ミヤコタナゴ 　下／アカハライモリ

　
観
音
崎
自
然
博
物
館
で
は
、陸
や
川
の
動
植
物
の
展

示
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。ま
た
、さ
ま
ざ
ま
な
民
俗
資

料
も
収
蔵
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
な
の
で
、併
せ
て
お
話

を
伺
っ
た
。

タイワンタガメ
（カンボジア産）

観音崎で見つかった
神奈川県で絶滅したとされる
カミヤコガシラミズムシ

“リアルな自然と生態”を体感できる！観音崎自然博物館
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　観音崎自然博物館は、YouTubeを利用して子どもたちの探検の
様子などを配信している。サブチャンネルでは撮影の裏話などを
公開。どの動画もエンターテインメント性が高く、子どもたちの生き
生きとした表情が溢れている。また、動画内で活躍する佐野さんの
姿には、学芸員のイメージを覆すものがある。
　他にも、InstagramやTikTokまで一通り利用している。展示物に
ついての記事も多く、予め見ておくと館内の展示もより楽しめる。

SNSを駆使した活動

ホンモノとの

出会いを

楽しもう。

YouTube

どたばた学芸
ちゃんねる

“リアルな自然と生態”を体感できる！観音崎自然博物館

1 アカテガニ観察会／夏の大潮の夜の神秘
2 ウミホタル観察会／幻想的な発光を観察
3 ヤンマとり大会 ／最速のヤンマを捕まえに行く
4 磯の観察会／海に潜って生きものを探す、
　佐野さんイチオシの観察会
5,6 タッチプール／テラスでは海の生物に
　触ることができる（写真はイトマキヒトデ）



　
「
当
館
の
テ
ー
マ
は『
リ
ア
ル
な
自
然
と
生

態
』。見
て
終
わ
り
で
は
な
く
、体
験
活
動
に

繋
げ
た
い
ん
で
す
。そ
の
た
め
、一部
の
展
示
に

つ
い
て
は
、匂
い
を
嗅
い
だ
り
触
っ
た
り
、感
覚

を
フ
ル
に
使
っ
て
体
感
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。特
に
テ
ラ
ス
の
タ
ッ
チ
プ
ー
ル
で
は
、生

き
た
タ
コ
や
ウ
ニ
、ヒ
ト
デ
、ナ
マ
コ
、カ
ニ
、魚

な
ど
に
触
れ
ら
れ
ま
す
。」早
速
佐
野
さ
ん
と

共
に
テ
ラ
ス
に
出
て
タ
ッ
チ
プ
ー
ル
を
体
験
し
て

み
る
。ふ
っ
く
ら
し
た
可
愛
い
ヒ
ト
デ
が
目
に

付
い
た
の
で
、手
に
取
って
み
る
と
、確
か
に
う

ね
る
よ
う
に
動
い
て
い
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
「
目
の
前
が
自
然
の
博
物
館
の
よ
う
な
も

の
な
の
で
、観
察
会
も
積
極
的
に
開
催
し
て
い

ま
す
。」一番
人
気
が
あ
る
イ
ベン
ト
は
ア
カ
テ

ガ
ニ
の
観
察
会
で
、夏
の
大
潮
の
夜
、陸
に
棲

む
ア
カ
テ
ガ
ニ
が
海
に
子
ど
も
を
ま
く
光
景

は
、大
変
神
秘
的
だ
そ
う
。「
ウ
ミ
ホ
タ
ル
の
観

察
会
も
人
気
で
す
ね
。自
分
で
捕
ま
え
て
手

の
上
で
光
ら
せ
て
み
る
と
こ
ろ
ま
で
や
り
ま

す
。す
ぐ
そ
こ
の
海
に
行
っ
て
潜
っ
た
り
魚
を

捕
っ
た
り
す
る
磯
の
観
察
会
も
定
番
に
な
っ

て
い
て
お
す
す
め
で
す
。」こ
れ
ら
の
イ
ベン
ト

は
ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込
み
が
基
本
に
な
っ
て
い

て
、地
元
の
方
よ
り
東
京
や
横
浜
か
ら
参
加

す
る
人
の
方
が
多
い
ら
し
い
。

　
一般
向
け
の
観
察
会
と
は
別
に
、後
進
の
育

成
を
目
的
と
し
た
、小
中
学
生
だ
け
か
ら
な

る「
ジ
ュニ
ア
生
物
調
査
隊
」も
結
成
さ
れ
て

い
る
。佐
野
さ
ん
が
隊
長
を
務
め
、三
浦
半
島

を
中
心
と
し
た
淡
水
域
の
生
き
も
の
の
調
査

や
保
全
活
動
を
展
開
。「
隊
の
活
動
で
得
ら
れ

た
成
果
を
、子
ど
も
た
ち
自
身
が
発
表
で
き

る
よ
う
に
、博
物
館
で『
ジ
ュニ
ア
研
究
報
告
』

と
い
う
場
を
作
り
ま
し
た
。こ
れ
が
い
い
訓
練

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、外
部
の
専
門
誌
に
自

分
で
投
稿
す
る
レ
ベ
ル
に
ま
で
成
長
し
た
子

開館時間：9:00～17:00（入館は16:30まで）
休館日：月曜日（祝祭日の場合翌日）
　　　　年末～1月1日　7月8月は無休
入館料：大人500円
　　　　小中学生300円
　　　　幼児100円
　　　　※イベントは別途
　　　　※会員制度あり
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観
音
崎
自
然
博
物
館
で
は
、展
示
や
研
究

に
留
ま
ら
ず
、数
多
く
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
が

企
画
さ
れ
て
い
る
。そ
の
意
図
を
伺
っ
た
。

も
出
て
き
て
ま
す
。」子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
嬉
し
そ
う
に
語
る
佐
野
さ
ん
か
ら
、兄
貴

分
と
し
て
慕
わ
れ
る
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
。

　

取
材
の
最
後
に
佐
野
さ
ん
が
語
ら
れ
て
い

た
の
は
、「
展
示
を
見
に
来
る
だ
け
で
な
く
、

生
き
物
や
人
や
情
報
と
出
会
え
て
、次
の

活
動
に
繋
が
る
よ
う
な
場
に
し
た
い
」「
い
つ

ま
で
も
活
気
の
あ
る
未
来
に
続
く
場
に
し

た
い
」と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。こ
の
博
物
館
の

企
画
の
数
々
に
、そ
ん
な
思
い
が
存
分
に
活

か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。

　

た
だ
陳
列
さ
れ
た
も
の
を
眺
め
る
場
所

で
は
な
く
、リ
ア
ル
な
自
然
と
生
態
を
体
感

す
る
場
所
。博
物
館
の
イ
メ
ー
ジ
が
覆
さ
れ

た
取
材
と
な
っ
た
。

Tel＆Fax  046-841-1533

公益社団法人 観音崎自然博物館

博物館HP ≫

神奈川県横須賀市鴨居4-1120

仲間といっしょに！ 

　遊んで学べる はくぶつかん

“リアルな自然と生態”を体感できる！観音崎自然博物館


